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第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 経済部 産業観光課 

施 設 名 先人記念館・斗南藩記念観光村 

指 定 管理 者 名 ミサワツーリストグループ（三沢市観光協会） 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

先人記念館 1,542人 1,422人 

コロナ感染対策による休業等があ

ったが、施設利用者が多少増加し

た。 

パターゴルフ 500人 369人 

バッテリーカー 1,597人 1,414人 

ゴーカート 3,299人 2,717人 

ポニー乗馬 417人 350人 

遊覧馬車 0人 0人 平成27年5月より運行休止 

利用者数合計 7,355人 6,272人  

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 43,129 人件費 17,376 

利用料金 1,433 維持管理費 7,209 

その他 53 事業費 10,961 

  その他 9,069 

合計（①） 44,615 合計（②） 44,615 

  収支差額（①－②） 0 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

斗南藩記念観光村の利用者数は全体通して多少の増加となった。 

各施設への消毒液や手洗い石鹼の設置。遊具施設での使用後の用具の消毒。

対応スタッフのマスク着用と手の消毒を徹底させ、施設利用者が安心して利用でき

るよう感染対策を行った。 

今後とも利用者促進の取り組みと、継続した広報活動が必要。 

その他に関しては適切な管理・運営がされていると評価する。 

施設担当課 

 配置基準（学芸員）を満たしていない期間があったが現在は解消された。 

 利用者がスズメバチに刺される事故があったが、重大事案については、事案があ

った時点での報告もしていただきたい。 

 一部職員の接遇に対して苦情があったが、概ね良好である。 

 環境整備が適切に行われている。 

 ツーリストグループ内での情報共有が図られていないため徹底していただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 A A 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A A 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 A A 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 B A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 B A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A A 

外部委託の内容は適切であるか。 A A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A A 

修繕は適切に行われているか。 A A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 A A 

総合評価 B A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 経済部 産業観光課 

施 設 名 道の駅みさわ  くれ馬ぱ～く 

指 定 管理 者名 ミサワツーリストグループ（㈱サンアメニティ） 

指 定 期 間 令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 １５５,１４２人  １４８,６４４人 レストランは９,９０６人の増加。 

   売店は３,４０８人の減少。 

   トータルで６,４９８人の増加です。 

   微増ですが全体で増加しました。 

計 １５５,１４２人 １４８,６４４人  

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 １５,８３１ 人件費 ２０,９１１ 

レストラン売上げ １７,４９６ 食材・商品等仕入れ ２５,７８６ 

売店売上げ ２０,５８２     施設使用料 ２８４ 

産直手数料、自販機等 １,２３６ その他 ９,６８９ 

合計（①） ５５,１４５ 合計（②） ５６,６７０ 

  収支差額（①－②） △１,５２５ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

コロナウイルスの感染が収束しないため、不要不急な外出をそれぞれが自粛したた

め、遠方からの利用者が激減したものの比較的近隣の方には利用していただきま

した。 

四ヶ月間時短営業しましたが、前年度比において、利用者数、売上数において前年

度を上回りました。 

コロナ対策を万全にしたことで利用者の方々には安心して利用していただいたと考

えます。 

 

 

施設担当課 

 

 

コロナ禍により利用制限等はあったが、ご当地ソフトクリーム事業を活用して集客

に最大限努めていただいた。 

 また、安易に休館とせずに、地域住民の生活基盤としてレストラン営業や産直営

業を継続し、施設に与えられた社会的役割を果たした。 

 ツーリストグループ内での情報共有が図られていないため徹底していただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 S Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 S Ｓ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A Ｓ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A Ｓ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 S Ｓ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A Ｓ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 A Ｓ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 A Ｓ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 A Ｓ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A Ｓ 

修繕は適切に行われているか。 A Ｓ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 A Ｓ 

総合評価 A Ｓ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


